
隕鯰y国 紫外線にも安定
βカロテン退色法

鶯
コントEl―ル

酸化ストL/ス

により退色

抗酸化斉」l_より

退色が抑制
抗酸化斉」

βカロテン退色法による抗酸化能評価試験
｀

ベ`ータカロテン退色法 :,舌 l~酸素によりβカロテンがiP色することを手J用 した抗酸化評

価法。フラーレンは水素原子を持たなしヽため、抗酸化能評価試験はベータカロテン退色

法が適している。
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紫外線照射下での抗酸化雛 ヒ較

フラーレン     ビタミンC誘導体     ビタミンE

βカロテン退色法による評価結果

ビタミンC誘導体、ビタミン E、フラーレンの抗酸化能を比較すると、
フラーレンは紫外線 (∪VB)照射下でも、抗酸化作用を発揮する。
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フラーレンの鍵蝙厄勒

::|:||||ジ|=|||

1諄.■|
義1轟
=

は

一
　

一一ヽ
鸞

多
　
　
活
性
酸
素
量
　
　
少

優れた活性酸素除去効果

細胞内活性酸素量を可視化

ヒトメラノーマ細胞にラジカルスポンジを適用し、その後

CDCFH― DA(活性酸索種と反応して蛍光を発する試薬 )
を適用した。∪VA(60」 /cm21夏の」日当たりの ∪VA紫
外線エネルギーの約 3/4倍量)を照射し、発する蛍光を蛍
光顕微鏡にて観察した。
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お問い合わせ先 ビタミン C60バイオリサーチ株式会社 0335173252


